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平成 23・24 年度 土木学会複合構造委員会 第 1 回幹事会議事録 
 
1. 日 時：平成 23 年 5 月 17 日（火）14:00～17:40 
 
2. 場 所：土木学会 C 会議室 
 
3. 出席者：杉浦委員長，島副委員長，西崎幹事長，池田幹事，大垣幹事，大山幹事，奥井幹事， 

葛西幹事，斉藤幹事，下村幹事，武知幹事，古市幹事，松本幹事，溝江幹事，渡辺幹事，

竹原事務局 
（欠席者：広瀬幹事） 

 
4. 配布資料 

資料 幹 1-0 平成 23・24 年度第 1 回複合構造委員会幹事会議事次第   
資料 幹 1-1 平成 21・22 年度第 11 回複合構造委員会幹事会議事録（案）  
資料 幹 1-2-1 平成 23・24 年度幹事会名簿     
資料 幹 1-2-2 複合構造委員会組織図     
資料 幹 1-2-3 幹事会作業分担（案）      
資料 幹 1-2-4 幹事会スケジュール案      
資料 幹 1-3   平成 23・24 年度委員会名簿(案)     
資料 幹 1-4-1 平成 23 年度委員会予算（案）      
資料 幹 1-4-2 平成 22 年度委員会会計報告       
資料 幹 1-4-3-1 調査研究委員会活動度評価依頼・要領    
資料 幹 1-4-3-2 H22 年度複合構造委員会活動度調査書    
資料 幹 1-4-3-3 H21 年度複合構造委員会活動度調査書    
資料 幹 1-4-3-4 活動度個別調査書（活動度評価項目Ⅲ）    
資料 幹 1-4-4 重点研究課題結果      
資料 幹 1-5-1 第 9 回複合・合成構造シンポ_準備状況    
資料 幹 1-5-2 第 9 回複合・合成構造シンポ_工程表    
資料 幹 1-5-3 第 9 回複合・合成構造シンポ_見学会候補地他   
資料 幹 1-5-4 第 9 回複合・合成構造シンポ_申込者リスト    
資料 幹 1-6-1 平成 23 年度全国大会研究討論会の関連資料    
資料 幹 1-6-1-2 平成 23 年度全国大会研究討論会時間割    
資料 幹 1-6-1-3 平成 23 年度全国大会研究討論会連絡     
資料 幹 1-6-2 平成 23 年度全国大会共通セッションプログラム関係    
資料 幹 1-7-1 2010 年度委員会自己評価作成依頼    
資料 幹 1-7-2 2010 年度委員会自己評価(最終)     
資料 幹 1-7-3 2010 年度委員会自己評価(4 視点評価様式)    
資料 幹 1-8  出版関係        
資料 幹 1-9-1 100 周年記念事業提案募集     
資料 幹 1-9-2 JSCE100 周年記念事業の進め方     
資料 幹 1-9-3 100 周年事業提案書様式     
資料 幹 1-10  ＪＣＩからの依頼事項      
資料 幹 1-11-0 小委員会一覧        
資料 幹 1-11-1 示方書委員会       
資料 幹 1-11-2 H103 書籍作成委員会・書籍原稿(案) （回覧）     
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資料 幹 1-11-3 H206 ずれ止め小委員会      
資料 幹 1-11-4 H207 樹脂材料による複合技術研究小委員会   
資料 幹 1-11-5 H208FRP 複合構造研究小委員会    
資料 幹 1-11-6 H209FRP によるコンクリート構造の補強設計研究小委員会  
資料 幹 1-11-7 H210 複合構造物の防水・排水技術研究小委員会   
資料 幹 1-11-8 H211FRP と鋼の接合方法に関する研究小委員会   
資料 幹 1-12  第１回委員会式次第                       
資料 幹 1-13-1  基準指針類の点検状況                    
資料 幹 1-13-2  地震調査関連 
 

5. 議事内容 
(1) 委員長挨拶 
 幹事会開催にあたり，杉浦委員長より挨拶があった．また，副委員長，幹事長，各幹事より，自己

紹介があった． 
 
(2) 平成 21・22 年度第 11 回複合構造委員会幹事会議事録の確認（資料 幹 1-1） 
 西崎幹事長より，前回幹事会議事録案が読み上げられ，一部修正の上，承認された． 
 
(3) 平成 23・24 年度複合構造委員会・幹事会体制(分担と進め方)（資料 幹 1-2-1～1-2-4） 
 西崎幹事長より，平成 23・24 年度の幹事会体制について説明があった．組織図（資料 幹 1-2-2）
および業務分担（資料 幹 1-2-3）を一部修正した． 
 第 3 回幹事会は，土木学会年次大会（松山）の 2 日目（9 月 8 日（木）15:00-18:00）に開催するこ

ととし，島副委員長に会場の手配を依頼した． 
 
(4) 平成 23・24 年度複合構造委員会の構成について（資料 幹 1-3） 
 西崎幹事長より，平成 23･24 年度の複合構造委員会の構成案について説明があった． 
 
(5) 平成 23 年度委員会予算（案）について（資料 幹 1-4-2～1-4-4） 
 古市前幹事長より，資料 幹 1-4-2 に基づき，昨年度の予算執行状況について説明があった．書籍

を購入したので，有効に活用したいとの話があった． 
 西崎幹事長より，資料 幹 1-4-1 に基づき，本年度の予算案について説明があった．まだ，予算が

確定していないため，昨年度の状況を参考に案を作成した．予算の額が決まりしだいメールにて審議

を行うこととした． 
 西崎幹事長より，資料 幹 1-4-3-1～1-4-3-3 に基づき，活動度評価について説明があった．昨年度は，

評価項目 II において，A ランクを獲得できる見込みである．評価項目 III については，内容を確認し，

意見があれば幹事長まで連絡することとした． 
 西崎幹事長より，資料 幹 1-4-4 に基づき，重点研究課題の評価結果について報告があった． 
 
(6) 複合構造標準示方書小委員会の設置について（資料 幹 1-11-1） 
 渡辺幹事より，資料 幹 1-11-1 に基づき複合構造標準示方書の改訂方針について説明があった．今

回の改訂作業は「複合構造標準示方書小委員会（中島章典委員長，渡辺忠朋幹事長）」において行うこ

ととし，委員の原案を 6 月 10 日までに作成し，幹事会メーリングリストにて審議を行った上で，6 月

29 日の複合構造委員会に提出することとした． 
 
(7) 第 9 回複合・合成構造シンポジウムについて（資料 幹 1-5-1～1-5-4） 
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 溝江幹事より，資料 幹 1-5-1 に基づき，第 9 回複合・合成構造シンポジウムの準備状況について

説明があった． 
参加費については，講演者と聴講者との間で差をつけないこととした．講演者に対し，｢CD に掲載

される条件として事前申込みが必要である｣旨の通知を，適切な時期（論文の受理時など）に行うこと

とした． 
見学会については，11 月 9 日（水）午後に 2 時間ぐらいで JR 新宿駅を見学することに決定し，池

田幹事に見学会担当者として，シンポジウム小委員会に入っていただくこととした． 
表彰制度については，土木学会として表彰を行うことを検討することとした． 

 
(8) 平成 23 年度全国大会・年次学術講演会について（資料 幹 1-6-1～1-6-2） 
 大垣幹事より，資料 幹 1-6-1 に基づき，研究討論会の企画について説明があった．話題提供は 4
件にしぼり，話題提供者については，他の企画と重複する方もいるようなので，調整を行うこととし

た．また，タイトルを「異種材料をつなぐ －接合技術の現状，要求性能および課題について－」と

することとした． 
 池田幹事より，資料 幹 1-6-2 に基づき，共通セッションのプログラム案について説明があった． 
 
(9) 委員会連絡事項（資料 幹 1-7-1～1-7-3） 
 西崎幹事長より，資料 幹 1-7-1 に基づき，2010 年委員会自己評価についての報告があった． 
 
(10) 出版関係（資料 幹 1-8） 
 武知幹事より，資料 幹 1-8 に基づき，出版関連について報告があった． 
 
(11) 100 周年記念事業について（資料 幹 1-9-1～1-9-3） 
 西崎幹事長より，資料 幹 1-9-1 に基づき，100 周年記念事業に関するアイデアを募集していること

が説明された． 
 
(12) JCI からの依頼事項について（資料 幹 1-10） 
 西崎幹事長より，資料 幹 1-10 に基づき，JCI からの依頼事項について説明があった． 
 
(13) 小委員会報告審議事項（資料 幹 1-11-0） 
複合構造の基礎に関する書籍作成小委員会（H103） 
 大山幹事より，小委員会の活動状況について報告があった． 
幹事会にて原稿が回覧され，ほぼ完成に近いことが報告された．原稿の最終版を 5 月 24 日までに

幹事会に配信し，幹事会査読を受けて修正したものを 6 月 29 日の複合構造委員会に提出し，査読を

依頼することとした．なお，査読に際し，コメント用のファイルを添付することとした． 
書籍には CD を付けたい．また，サイズを小さくした場合の価格について，武知幹事に確認を依

頼した． 
 
複合構造ずれ止めの性能評価法に関する調査研究小委員会（H206） 
渡辺幹事より，資料 幹 1-11-3 に基づき，活動状況の報告があった．複合・合成構造シンポジウ

ムでのパネルディスカッションの終了後，複合構造委員会の開催時にパネルディスカッション用資

料を提出するとともに，成果報告を行うことによって，成果公表の義務を果たしたものとみなされ

ることが確認された．また，活動を 2 年間延長することが了承された．（第 2 回委員会で審議予定．） 
 
樹脂材料による複合技術研究小委員会（H207） 
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大垣幹事より，資料 幹 1-11-4 に基づき，活動状況の報告があった．年度内に成果をまとめて，

来年度講習会を行う予定である．（出版は来年度はじめの予定．） 
 
FRP 複合構造研究小委員会（H208） 
 西崎幹事長より，資料 幹 1-11-5 に基づき，活動状況の報告があった． 
 
FRP によるコンクリート構造の補強設計研究小委員会（H209） 
 西崎幹事長より，資料 幹 1-11-6 に基づき，活動状況の報告があった．次回より，連絡幹事を渡

辺幹事にお願いすることとした． 
 
複合構造を対象とした防水・排水技術研究小委員会（H210） 
 溝江幹事より，資料 幹 1-11-7 に基づき，活動状況について説明があり，委員が追加されたこと

の報告があった． 
 
FRP と鋼の接合方法に関する調査研究小委員会（H211） 

  大垣幹事より，資料 幹 1-11-8 に基づき，活動状況の報告があった． 
 
(14) 第 1 回複合構造委員会について（資料 幹 1-12） 
 西崎幹事長より，資料 幹 1-12 に基づき，第 1 回複合構造委員会の議事次第の確認が行われた．昨

年度の活動度評価を報告事項にあげておく．資料は，6 月 24 日までに事務局に送付することとした． 
 
(15) その他 
 西崎幹事長より，資料 幹 1-13-1 に基づき，基準指針類の点検状況について報告があった． 
 西崎幹事長より，資料 幹 1-13-2 に基づき，震災調査について説明があり，複合構造委員会として

の震災調査の必要性について，複合構造委員会で話題の一つとすることとした． 
 
 

以上（記録・文責 斉藤） 


